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令和4年度 芹が谷地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
　人口に占める後期高齢者の比率が高くなってきており、フレイルの予防・改善が大きな課題となっています。新型コロナ
ウイルス感染症の影響により、止まってしまっている地域事業の再開を支援していくなど、日々の生活の中に活動の場を
確保していくことや栄養や口腔についての理解を深めていくことが必要となっています。地域支援者の入れ替わりや200戸
近い新たな造成分譲地がみられていることなどから地域コミュニティに対する支援を進めていくことが重要と考えられま
す。地域において、学校や商店、医療機関や福祉施設などの連携をすすめ、障害を有する方や子育て世帯など、それぞ
れのニーズの解決に向けた取り組みを進めていくことが必要となります。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

様々な立場、世代にケアプラザの周知をすることを目的に、ホームページやツイッター、広報誌等を活用した周知
を毎月定期的に行う。

コロナ禍によって、活動が停滞している、芹が谷・永谷地区の福祉ネットワーク活動が推進出来るよう、区役所、
区社協と共同で支援を行う。

3つの町内会館を活用した、0歳児の保護者と子どもを対象とした、「あかちゃんひろば」を5職種で連携して毎月1
回開催する。

神奈川県立精神医療センターと共催でウォーキング会を利用して認知症の啓発やコグニサイズの体験会を行う。

他区のケアプラザと区をまたいだ地域の高齢者課題を共有し、地域ケア会議の開催を検討していく。

・ホームページやツイッターを基に、出張「はっち」や、せりがやあかちゃんひろば等、若い世代向けの事業を対象に募集し
たことで、今までケアプラザに来たことのない方への周知をすることが出来た。今後もホームページ等のネット媒体を活用
した周知啓発を行う。
・永谷地区では2年間情報共有の場がなかったが、今年度は区役所・区社協と連携して定例会再開の支援を行った。情報
共有の場が出来たことから、各々の取り組みの再確認や継続的な活動の支援が出来た。芹が谷地区では、年度末に福
祉ネットワークと民生委員との交流会を企画。それぞれの強みを活かした、地域の見守り活動について話し合いを行う予
定。引き続き、関係機関と連携して福祉ネットワーク活動推進の支援を行う。
・12月までに8回「あかちゃんひろば」を行い、延べ20人の子どもの参加があった。ボランティアを中心に地域の子育て情報
を提供したことで母親同士の親睦を深める事ができた。
・「芹が谷探訪ウォーク」を神奈川県立精神医療センターと共催で実施したことで、それぞれの施設に日頃来館されない
方々が参加し、互いの施設の周知やコグニサイズを用いて介護予防等を啓発する事ができた。
・平戸地域ケアプラザと、認知症のかたの見守りを検討する地域ケア会議を開催した。芹が谷地域ケアプラザからは港南
区独自の活動である、ひまわりルダーや包括の見守り事例などを紹介した。

□ 区からのコメント
　職員体制が厳しい中、地域でニーズを発見すると速やかに制度説明のために訪問するなど、敏感にニーズを拾い対応
することができています。また、県立精神医療センターとの共催イベントや区外のケアプラザと連携した事業実施、近隣企
業や小学校を対象とした認知症サポーター養成講座の実施など、工夫して事業に取り組んでいただいています。サービス
B事業所支援については、コーディネーターと包括間で情報共有ができており、成果にもつながっています。引き続き、イン
フォーマルサービスが活用されるよう、ケアマネジャー等への一層の周知をお願いします。
　連合、地区社協だけでなく学校や福祉施設など様々な機関とネットワークを構築していただきありがとうございます。そ
れらの関係者、関係団体同士のネットワークが広がるよう更なる支援をお願いします。情報が届きにくい方への有効な広
報により、相談につながったケースがあるようです。引き続きそうした事例の蓄積をお願いします。
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